
3⽉月の観察コースと内容�
●コース：⿃鳥の博物館→⾹香取神社→⽔水神⼭山古墳→桃⼭山公園→藤棚�
●観察⽇日時と天気：2019  年年  3⽉月  9⽇日  (⼟土)    10:00  〜～  12:00    晴れ�
●参加⼈人数：29⼈人    (⼤大⼈人  23⼈人、⼦子ども  6⼈人)�
●市⺠民スタッフ：    5⼈人  (伊東茂⼦子、⽯石原直⼦子、⽊木村稔、弘實さと⼦子、湯瀬⼀一栄)  ※太字は案内⼈人 　�
●⿃鳥博職員：１⼈人(⻫斉藤安⾏行行) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　�

てがたんレポートVol.16    No.3  (2019  年年  3⽉月  通巻  180  号)� 我孫⼦子市⿃鳥の博物館  2019.3.17印刷�

 　先⽇日はてがたんにご参加いただき、ありがとうございました。てがたんの観察記録のレポー
トを作成しましたので、ご覧ください。次回のてがたんは、4⽉月13⽇日  (⼟土)で、「⿃鳥のプロポー
ズ」がテーマです。ぜひご参加ください。�
＊市⺠民スタッフの⽅方へ 　次回のてがたん下⾒見見は、4⽉月7⽇日  (⽇日)  の  9:30  からです。�

【⿃鳥類】カモ科：カルガモ、コガモ／カイツブリ科：カイツブリ、カンムリカイツブリ／ハト科：キジバト／
ウ科：カワウ／クイナ科：オオバン／ミサゴ科：ミサゴ／カモメ科：ユリカモメ／カワセミ科：カワセミ
／ハヤブサ科：チョウゲンボウ／モズ科：モズ／カラス科：ハシボソガラス、ハシブトガラス／シジュウ
カラ科：ヤマガラ、シジュウカラ／ヒヨドリ科：ヒヨドリ／メジロ科：メジロ／ムクドリ科：ムクドリ／
ツグミ科：アカハラ、シロハラ、ツグミ／スズメ科：スズメ／セキレイ科：セグロセキレイ／ホオジロ
科：ホオジロ、カシラダカ、アオジ*、オオジュリン／（家禽および外来種）コブハクチョウ、ドバト�

�
【両⽣生類】アズマヒキガエル（卵卵塊、斃死体）�
�
【⿂魚類】ドジョウ�
�
【昆⾍虫】ハサミムシ⽬目：ハサミムシの仲間／アザミウマ⽬目：クチキクダアザミウマ／ハチ⽬目：コマユバチの仲
間（繭）／アミメカゲロウ⽬目：ウスバカゲロウ（幼⾍虫）／コウチュウ⽬目：ナミテントウ／チョウ⽬目：／キ
タテハ、モンシロチョウ、ジャコウアゲハ（抜け殻）、マダラマルハヒロズコガ（幼⾍虫）、トビモンオオ
エダシャク、チャミノガ（幼⾍虫）�

�
【植物（花）】トクサ科：スギナ／ケシ科：シラユキゲシ*（園芸）／キンポウゲ科：キクザキリュウキンカ
（園芸）／マメ科：ヤハズエンドウ／バラ科：ウメ、ボケ／スミレ科：スミレの仲間／アブラナ科：ナズ
ナ、タネツケバナ、オランダミミナグサ、コハコベ／ツバキ科：ヤブツバキ、サザンカ／シソ科：ホトケ
ノザ、ヒメオドリコソウ／キク科：フキ、ノボロギク、オニノゲシ、ノゲシ、セイヨウタンポポ�

�
【植物（果実）】クスノキ科：シロダモ／アサ科：エノキ／ニシキギ科：マユミ／アオキ科：アオキ�
�
（注）*印は3⽉月4⽇日の下⾒見見の時に確認した種。�

　観察した⽣生き物の記録�



 　�

 　観察した⽣生き物の記録（３⽉月）�

 　今回は「気にならない⽊木を気にしてみる」というテーマ
で、普段あまり意識識して⾒見見る事のない「⽊木」に注⽬目しまし
た。台地のコースを歩きながら、斜⾯面林林内のさまざまな樹
⽊木を観察しました。また、コース内にある三つの古墳群も
確認しながら散策しました。いずれの古墳群も⼿手賀沼を⼀一
望できる⾒見見晴らしのよい場所に造られていました。�

❾繁殖期に⼊入ったのでしょうか。
モズが活発に⾏行行動していました。�

➊博物館通⽤用⾨門わきのエゴノ
キの枯れ枝にクマバチの古い
巣がありました。�

➋➊と同じエゴノキの樹⽪皮にク
チキクダアザミウマの集団を発
⾒見見。�

➌エゴノキの枝先に、チャミノ
ガの幼⾍虫が付いていました。�

➍⼩小学⽣生の参加者が、朽ち⽊木の
下のマダラマルハヒロズコガの
幼⾍虫の巣を⾒見見つけてくれました。�

❿観察会終了了後の帰り道、上空
をミサゴが⾶飛んで⾏行行きました。�

❽チョウの幼⾍虫に寄⽣生するマユ
コバチの仲間の繭。宿主の⾏行行動
をあやつり繭を造らせます。�

 　てがたんにご参加ありがとうございました。次回もお待ちしております。�

❼桃⼭山公園下の池にアズマヒキ
ガエルの卵卵塊がありました。約1
週間で孵化するそうです。�

❺早春に現れるトビモンオオ
エダシャクがいました。�

歩いたルートと観察した⽣生き物�

❻桃⼭山公園のマユミの新芽が伸
び始めました。�

 　冬、庭の餌台にミカンやリンゴを置くと、真っ先にやって来る果実好きの⼩小
⿃鳥です。筆状の⾆舌先で、果汁や花の蜜を舐め取って⾷食べます。4⽉月〜～7⽉月、つ
がいで⼦子育てします。薮の中や庭先の植込みの中の枝に、お椀型の巣をハン
モック状に取り付けます。⻑⾧長い草の繊維（最近ではビニール紐紐もよく使われま
す）を枝にからめて⼟土台を造り、その上にコケをクモの⽷糸で固めたカップ状の
巣本体を取り付け、内装は繊細なシュロなどの繊維で仕上げます。茂った葉葉に
覆われた⼦子育て中の巣はなかなか⾒見見つかりませんが、秋、⽊木々の葉葉が落落ちると
巣があらわになり、こんな近くで⼦子育てしていたのかと初めて気づかされるこ
ともしばしばです。�

今⽉月の案内⼈人：伊東茂⼦子さん�

今⽉月の⿃鳥 　メジロ　　	
スズメ⽬目メジロ科�

メジロの巣（11⽉月）�
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桃⼭山公園前原古墳付近からの眺望�
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